
1 

 

Ⅰ 千里の鳥・万博の鳥「キビタキ」 漢字名 黄鶲 学名 Ficedula narcissina  

 
2014 年 7 月 12 日（稲波誠氏）            2022 年 5 月 14 日（橋本昌宗氏） 

これまで探鳥会案内とともに、いろんな鳥を紹介していただいてきた千里タイムズ紙が、2025 年 5

月で幕を下ろされることになった。千里の鳥・万博の鳥の「トリとして最も適している鳥は？」、万博公

園の樹林生長の生き証人となり、園内で繁殖・子育てをするようになったキビタキとした。 

夏鳥として渡来し、大阪近郊の平野部から山地でよく観察でき、繁殖・子育てをしているオオルリ・

キビタキの 2 種は、万博公園では全く違った顔を見せている。オオルリは 4 月探鳥会で時々観察する

ものの、5 月以降に観察することはない。一方キビタキはオオルリより幾分遅れて渡るようで、4 月探鳥

会での観察はオオルリよりも少ないが、5・6 月の探鳥会でほぼ毎年観察できる。しかもオオルリが観察

できるのは園内の落葉樹林、明るい林であるのに対し、キビタキは薄暗い常緑樹林の中から、さえず

りを聞くことが多い。2014 年 7 月万博公園探鳥会でキビタキの幼鳥が確認され、大阪府内平野部の

公園で、キビタキの子育てが始まったことを確認した。（★１）。万博公園ではその後もキビタキの繁殖

が続いていることから、園内の常緑樹林の生長がキビタキを呼び、繁殖場所を提供していると思われ

る。平は今年 4/26 のくろんど園地探鳥会(交野市)で、オオルリ・キビタキの両種を観察した。オオルリ

は落葉樹林の続く谷筋の上りで観察し、キビタキは常緑樹林からさえずりを聞いた(★２)。万博公園と

違ってくろんど園地では両種が共に繁殖しているが、生息場所については万博公園とほぼ同じ傾向

が見られた。  

万博公園の森づくりを検討されている「緑整備部会」では、

常緑樹林の中にわずかにあった落葉樹を残し、常緑樹をほ

ぼ全伐する、「明るい森づくり」を推進されている。 

明るい森づくりの成果が出ると思われる 5 年～10 年後に、

春の渡り鳥のキビタキ・オオルリの関係がどうなっているか、

平は見ることはできないと思われるものの非常に興味がある。 
★１ 日本野鳥の会大阪支部万博公園探鳥会記録 

★２ 日本野鳥の会大阪支部くろんど園地探鳥会記録 

 

2025 年５月 10 日（土） 
リーダー 田中宏・中筋好子・橋本昌宗・大矢麻由美 

  玉置こるり・平軍二（090-6901-1425） 

←2024 年 10 月 12 日 オオルリ若鳥（橋本昌宗氏） 
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Ⅰ① 大阪府鳥類目録 2016（日本野鳥の会大阪支部） 
  大阪府内では元々山

地で繁殖していたが、

2005 年に吹田市千里

第 4 緑地で繁殖確認さ

れ、その後、2014 年に

は万博公園でも幼鳥が

確認されている。右図

の通り、大阪府では海

岸部を除く平野部で繁

殖するようになった。 

Ⅰ② 全国鳥類繁殖分布調査 2-16-2021  （鳥類繁殖分布調査会） 
  過去 3 回の調査期間を通じて記録メ

ッシュ数が大幅に増加し，1990 年代と

2010 年代でほぼ同じコースを調査で

きた現地調査の記録を見ても，860 地

点から 1,357 地点へと大きく増加して

いた。 

 

 
 
Ⅰ③ 世界の繁殖越冬分布図 
  真木・大西「日本の野鳥 590」平凡社（2000 年） 

右図は第 6 羽ベースで手として表示されているが、第 8 版で独立

した種キビタキが夏鳥として渡来し九州以北で繁殖、種リュウキュウ

キビタキが屋久島・種子島～琉球列島に留鳥として分布している。  
  

 
Ⅱ 先月 2025 年 3 月探鳥会結果 

  

1974-1978 1997-2002 2016-2021 

ニュウナイスズメ ジョウビタキ 

ツグミ 

アオジ 
ビンズイ シロハラ 

鳥写真 
橋本昌宗氏 
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スタート地点で、太陽の塔の剣にいるチョウゲンボウを見てスタートした。ここ 10 年桜が早く咲いて

いたことから見られなかった、ソメイヨシノの花に集まるニュウナイスズメ見ることができた。春の渡り鳥は

オオルリ・キビタキの姿がなく、コサメビタキ（1 羽）・コチドリ（2 羽）などのみにとどまったが、前ページ写

真に見られるように多くの冬鳥が残っていたことから、トータル 39 種とまずまずであった。 

    

Ⅲ 千里タイムズ紙が 
2025 年 5 月号で幕を 

  
上記の通り、千里タイムズ紙は 5 月  

号で定期発行に幕を下ろされた。 

探鳥会案内を載せていただいて

40年間、万博公園探鳥会は千里タ

イムズ紙に支えられ、育てて頂いた

といっても過言ではありません。 

・1995 年に探鳥会の年度参加 

  者数が最高 1591 人/年 

・1985 年～2004 年の 20 年間の 

参加者数が 21,500 人、 

1 回当り 83 人 

・40 年間の探鳥会参加者数は 

延べ 3 万人を超えたこと 

など、新しく誕生した千里ニュータウ

ン及び千里周辺に住む多数の方に

野鳥に親しんでもらうことができた。 

・千里 NT の街びらきから 63 年 

・千里タイムズ紙発刊から 57 年 

・鳥情報を載せて頂いて 40 年 

探鳥会案内や野鳥情報だけでな

く、千里ニュータウンの様々な分野の

情報を克明に記録されてきたことか

ら、地域に住む人々に心の糧となっ

ていたことと思われる。 

この間の千里タイムズ紙代表 

磯野 新様のご苦労は大変なものだ

ったと思います。休養を充分おとりい

ただいて、また新しい形での情報発

信をお待ちしたいと思います。 

40 年間、ありがとうございました。 
 

2025 年 5 月 7 日（日） 

日本野鳥の会大阪支部 

吹田野鳥の会 

  平（ひら） 軍二 
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Ⅳ 万博公園探鳥会 観察種チェックリスト （第 8 版ベース） 

 

Ⅴ 来月の万博公園探鳥会 ６月 14 日（土）  
集合 9：30 自然文化園中央口   終了 15：00 頃 日本庭園内の予定 

参加ご希望の方 今月同様大阪支部 HP ホームズ様式からお申し込みください。 
ホームズでの申し込みが難しい方、平宛メール g.0501.hi@gmail.com への連絡でも OK。 

 

1 2 3 4 5 11 12 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 11 12 1 2 3 4 5

13 10 9 13 11 9 14 11 8 8 12 10 13 10 9 13 11 9 14 11 8 8 12 10

21 24 オシドリ 2 2 25 2 1 21 456 463 ヒヨドリ 67 52 26 13 12 87 98 68 72 68 19 456

23 37 トモエガモ 3 23 461 457 ツバメ 6 27 4 461

27 26 オカヨシガモ 27 7 1 1 27 463 459 コシアカツバメ 3 463

28 27 ヨシガモ 2 2 28 464 464 ウグイス 2 1 5 11 6 3 3 1 1 7 464

29 28 ヒドリガモ 29 466 465 ヤブサメ 466

32 32 カルガモ 32 26 28 9 16 4 28 26 28 25 10 32 467 466 エナガ 8 9 6 2 6 18 11 7 3 4 4 467

33 30 マガモ 2 2 33 476 480 センダイムシクイ 1 476

34 35 オナガガモ 34 479 479 エゾムシクイ 479

35 38 コガモ 35 481 477 メボソムシクイ 481

39 42 ホシハジロ 1 1 39 482 476 オオムシクイ 482

43 46 キンクロハジロ 1 2 1 4 4 3 43 484 492 オオヨシキリ 484

56 58 ミコアイサ 56 501 485 メジロ 6 4 7 8 11 16 8 16 16 10 2 501

69 192 アマツバメ 69 507 506 ムクドリ 14 2 1 4 14 14 4 5 18 5 507

82 187 ツツドリ 82 509 508 コムクドリ 509

89 74 キジバト 5 1 4 8 4 3 6 7 6 8 3 89 514 514 トラツグミ 1 1 514

93 78 アオバト 5 1 2 2 93 526 521 シロハラ 1 3 4 8 2 3 26 20 18 15 526

96 166 クイナ 96 527 522 アカハラ 3 1 527

100 174 バン 1 100 531 525 ツグミ 136 3 44 35 25 8 14 23 11 531

101 175 オオバン 1 5 4 4 4 4 101 532 525 ハチジョウツグミ 532

117 62 カイツブリ 4 7 1 3 5 8 3 13 7 9 6 117 533 552 エゾビタキ 533

119 64 カンムリカイツブリ 1 119 537 554 コサメビタキ 2 1 537

128 195 ケリ 128 539 561 オオルリ 539

134 202 イカルチドリ 134 545 530 コマドリ 545

135 203 コチドリ 2 135 550 558 キビタキ 1 1 550

163 251 トウネン 163 556 536 ルリビタキ 1 2 556

183 219 タシギ 2 2 2 2 1 2 183 561 540 ジョウビタキ 7 3 5 1 11 8 11 11 6 1 561

188 244 イソシギ 188 564 549 イソヒヨドリ 1 1 2 2 1 1 564

213 286 ユリカモメ 213 568 542 ノビタキ 568

315 127 カワウ 3 6 8 7 1 1 1 2 3 315 574 568 ニュウナイスズメ 11 7 574

328 139 ゴイサギ 1 328 575 569 スズメ 31 32 4 21 23 57 28 44 42 10 12 575

333 144 アオサギ 2 1 2 1 1 1 1 2 4 1 333 584 573 キセキレイ 1 1 1 1 584

335 146 ダイサギ 1 1 1 335 585 574 ハクセキレイ 16 12 15 9 6 17 21 13 10 7 3 585

337 148 コサギ 5 2 3 1 4 2 337 586 575 セグロセキレイ 4 2 1 1 1 2 1 1 586

343 339 ミサゴ 1 1 1 1 343 591 580 ビンズイ 2 3 591

344 340 ハチクマ 344 595 584 タヒバリ 1 595

352 354 ツミ 352 597 586 アトリ 18 31 32 2 5 38 52 4 6 597

353 355 ハイタカ 3 1 1 3 1 3 353 598 600 シメ 8 2 1 598

354 356 オオタカ 1 4 2 354 600 602 イカル 3 4 14 4 17 600

359 342 トビ 1 2 1 1 359 608 587 カワラヒワ 81 97 65 10 15 1 19 10 26 8 7 608

363 357 サシバ 363 618 610 ホオジロ 618

366 358 ノスリ 1 1 1 366 625 617 カシラダカ 625

384 383 カワセミ 4 2 6 1 3 4 6 6 3 5 3 384 633 624 アオジ 2 2 2 3 2 6 8 5 3 633

389 388 アリスイ 389 11 ドバト ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ 11

390 390 コゲラ 5 5 2 5 2 3 4 5 5 2 4 390 25 ソウシチョウ 1 5 1 25

402 401 チョウゲンボウ 1 1 1 2 1 402 カッコウSP

407 407 ハヤブサ 407 ムシクイSP

411 412 サンショウクイ 411 タカSP

412 412 リュウキュウサンショウクイ 1 1 412

419 418 サンコウチョウ 419

425 420 モズ 2 1 1 3 1 5 3 1 1 425 36 39 36 37 26 28 35 36 44 42 39

435 435 ハシボソガラス 15 7 5 13 15 9 21 4 8 22 7 435 538 398 369 268 250 336 429 513 468 414 215

436 436 ハシブトガラス 32 38 48 34 48 57 54 127 52 91 35 436 晴 晴 曇 晴 晴 晴 曇 晴 晴・雪 曇・小雨 晴

439 501 ヒレンジャク 439 23 34 35 31 30 33 27 23 18 33 38

442 442 ヤマガラ 4 8 2 2 2 8 3 7 4 4 2 442

447 445 シジュウカラ 14 18 17 23 17 12 14 18 34 15 16 447
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